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小学校歴史学習指導資料集

「ＩＣＴ活用虎の巻 for the History」

の作成と活用
－事象の特色や関連について考え、表現する力を育てる指導の充実を目指して－

長期研修員 長谷川 泰彦

《研究の概要》

本研究は、事象の特色や関連について考え、表現する力を育てる指導の充実を目指し、

小学校歴史学習指導資料集「ＩＣＴ活用虎の巻 for the History」を作成した。本指導資

料集の授業プランに基づき、資料の読み取り及び表現する場面でＩＣＴを活用した授業を

実践し、児童が資料を比較・関連付けてとらえる視点が具体的に分かり、課題解決に向け

自分の考えをもてるようになること、考えを表現する活動が充実することを明らかにした。

キーワード 【社会－小 歴史 ＩＣＴ 比較・関連付ける 表現 指導資料集】

Ⅰ 主題設定の理由

小学校学習指導要領では、小学校第６学年の能力に関する目標に、「社会的事象の意味をより広い視

野から考える力、調べたことや考えたことを表現する力を育てる」ことが明示されている。本県でも、

平成24年度群馬県学校教育の指針において、「問いの解決に向けて、資料から必要な情報を取り出した

り、それらを比較・関連付け・総合して社会的事象の特色や意味を説明したりするなど、調べたことや

考えたことを表現する活動を充実させる」ことが示されている。これらをふまえると、歴史学習におい

ては、児童が資料から的確に情報を取り出せるようにすること、取り出した情報を比較・関連付けてと

らえられるようにし、考えを表現できるようにしていくことが重要である。

協力校の児童は、歴史上の人物の業績については、大まかに把握できている。しかし、その理解は断

片的で、他のできごとと関連付けてとらえられていない。調べたり考えたりしたことを説明する際も資

料の文章をそのまま読み上げてしまうなど、自分の考えを表すことは難しい傾向にある。そのため、考

えを表現する活動が難しい状況となっている。これは、教師が、資料から必要な情報を読み取らせ、事

象の特色や関連をとらえさせていくための支援が十分行えていないこと、児童に自分の考えを表現させ

る方法が分からず、児童の表現活動が十分行われていないことが原因と考えられる。

そこで本研究では、資料を読み取る視点に具体的に気付かせ、事象の特色や関連事象との結び付きを

とらえさせるためにＩＣＴの活用を授業に位置付ける。さらに、児童が考えを表現する場面でＩＣＴを

活用し、歴史的事象について様々な考えに触れられるようにする。これらを行うことで、児童は、事象

の特色や関連を明確にとらえて自分の考えをもつことができる。

以上のことから、小学校歴史学習において、資料から事象の特色や関連をとらえさせる方法と考えを

表現させる方法を示した小学校歴史学習指導資料集「ＩＣＴ活用虎の巻 for the History」を作成した

いと考えた。この指導資料集を活用することで、歴史的事象について考えを表現し深め合う活動が充実

し、事象の特色や関連について考え、表現する力の育成が図れると考え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

資料を比較・関連付けてとらえさせるためのＩＣＴ活用、児童の考えを表現しやすくするためのＩＣ

Ｔ活用を示した小学校歴史学習指導資料集「ＩＣＴ活用虎の巻 for the History」の作成と活用を通し

て、事象の特色や関連について考え、表現する力を育てる指導の充実を目指す。
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Ⅲ 研究の見通し

１ 「ＩＣＴ活用虎の巻 for the History」に基づく授業実践において、ＩＣＴを活用して関連する

部分を強調した資料提示を行うことによって、児童は資料を比較・関連付けてとらえる視点に具体

的に気付き、課題解決に向けた考えをもつことができるようになるであろう。

２ 「ＩＣＴ活用虎の巻 for the History」に基づく授業実践において、ＩＣＴを活用して自分の考

えを表現する活動を行うことによって、児童は考えを表現しやすくなり、充実した表現活動を図る

ことができるであろう。

３ １、２のような手だてを講じれば、教師にとって役立つ指導資料集を作成することができるであ

ろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 基本的な考え方

歴史学習では、年表、絵図、写真、文書など様々な資料から事象の意味や相互の関係をとらえるこ

とが重要となる。そのためには、資料から情報を比較・関連付けてとらえさせ、歴史的事象の意味や

つながりについての理解を深めていく必要がある。そうすることで、児童は、事象の特色や関連につ

いて自分の考えをもてるようになると考える。一方、児童が自分の考えをもっていても、表現するこ

とに苦手意識を感じていることも多い。児童の考えを表現する活動を充実させるためには、説明や発

表をする際に、考えたり表現したりするためのよりどころとなるものが必要であると考える。

そこで、「ＩＣＴ活用虎の巻 for the History」では、資料を読み取らせる場面で、ＩＣＴを活用

して資料を提示することにより、資料が示す特徴に着目させやすくし、比較・関連付ける視点を具体

的にもたせて資料を読み取らせ、考えるきっかけがつかめるようにする。さらに、児童に考えを表現

させる場面では、画面に映した資料を指し示しながら説明させたり、ノートやワークシートの記述を

画面に映して発表させたりすることで、児童が自分の考えを表現しやすくなるようにする。

このように、ＩＣＴを資料の読み取りや表現活動に活用することで、事象の特色や関連について考

え、表現する力を育てる指導の充実を図りたいと考える（図１）。

(1) 資料を読み取らせる場面でのＩＣＴ活用について

ＩＣＴ機器を用いることで、資料

を「部分を拡大する」「一部をマス

キングする」といった見せ方をする

ことができる。これにより、着目す

べき点を明確に示し、比較・関連付

ける視点を具体的にもたせることが

できると考える。また、このような

提示方法によって資料を読み取らせ

るためには、「拡大」「マスキング」

などのＩＣＴ活用の効果を踏まえた

発問が必要であると考える。そこで、

本指導資料集では、ＩＣＴ活用によ

る資料提示に加え、その効果を生か

すための発問を共に示していくこと

とする。この点が、本指導資料集が

「虎の巻」と銘打つ所以である。 図１ 研究構想図
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(2) 表現する場面でのＩＣＴ活用について

考えを表現する力はすぐに高まるものではない。本指導資料集では授業において、追究、まとめ

の場面を中心に考えを表現する場面を設定し、表現活動を繰り返す中で児童の力を高めていきたい

と考える。

２ 「ＩＣＴ活用虎の巻 ｆｏｒ ｔｈｅ Ｈｉｓｔｏｒｙ」の概要

(1) 「ＩＣＴ活用虎の巻 ｆｏｒ ｔｈｅ Ｈｉｓｔｏｒｙ」の構成

本指導資料集は、「単元一覧」「授

業プラン」「ワークシート集」によ

って構成した。各資料は、どの項目

から見ても関連する資料が参照でき

るようにHTML形式で作成し、各項目

にリンクを設定した。また、各資料

は印刷して参照できるようにPDF形

式でも収録し、ワークシートについ

ては、教師が加工して使えるように

ワープロ形式でも収録している（図

２）。 図２ 「ＩＣＴ活用虎の巻 for the Ｈistory」の構成

(2) 「ＩＣＴ活用虎の巻 ｆｏｒ ｔｈｅ Ｈｉｓｔｏｒｙ」の内容

① 単元一覧

「単元一覧」は、本指導資料集で

作成した「授業プラン」を一覧表に

したものである。教師が活用したい

授業プランをすぐに探せるように、

各単元の授業の「タイトル」と「ね

らい」、授業で使用する「ワークシ

ート」を一覧表にして示した。

また、「授業プラン」「ワークシ

ート」の各タイトルをクリックする

と、それぞれが表示されるようにリ

ンクを設定し、各項目ごとに参照で

きるように作成した（図３）。 図３ 単元一覧（抜粋）

② 授業プラン

「授業プラン」は、一単位時間の授業の詳細を具体的に示したものである。一般の指導案に近い

形で「本時のねらい」、授業で扱う「資料」、「展開例」を掲載し、教師が授業のねらいや流れを簡

単に確認できるように示した（次頁 図４－Ａ）。

「資料を読み取らせる場面でのＩＣＴ活用と発問例」では、資料を「読み取る視点をもたせる」、

「比較・関連付けてとらえさせる」ポイントを示した。ＩＣＴを用いて資料をどのように映すのか

イラストや授業の写真を掲載するとともに、「拡大」「マスキング」などの提示方法のキーワード

をロゴ化して示し、ＩＣＴを活用した資料提示場面をイメージしやすくした（次頁 図４－Ｂ）。「発

問例」は、ＩＣＴを活用した資料の見せ方を踏まえて作成し、発問と資料提示によって、児童に「気

付かせたい点」や「とらえさせたい点」、発問によって促される「児童の思考」などを示した（次

頁 図４－Ｃ）。また、プランによっては、資料の見せ方をイラスト等で掲載し、拡大したりマス

キングしたりする部分が具体的に分かるようにした（次頁 図４－Ｄ）。

「表現させる場面でのＩＣＴ活用」では、児童が考えを表現する際に、どのようにＩＣＴを活用

させるのかを示した。活動のイメージが把握できるように、ＩＣＴを用いた説明や発表の様子を写
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真等で掲載した。また、授業の内容に応じて、児童の発表例なども示している（図４－Ｅ）。

「活用メモ」では、本時にかかわるＩＣＴ活用についての注意点やＩＣＴ活用による資料提示や

表現活動をさらに充実したものにする方法を簡単に紹介した。また、「拡大」「マスキング」など

する際、使用するＩＣＴ機器の留意点等を示した（図４－Ｆ）。

図４ 授業プラン例 ７－① 明治維新と大日本帝国憲法「明治時代の小学校」

ＩＣＴ活用による「読み取る視点をもた
せる」「比較・関連付けてとらえさせる」
資料提示のポイントを示した。資料提示の

様子が分かるような写真
やイラスト等を掲載し、
教師が活用のイメージを
もてるようにした。

資料の見せ方に応じた
発問例、発問によって
「気付かせたい点」「と
らえさせたい点」促した
い「児童の思考」などを
示した。

児童にどのようにＩＣＴを活用さ
せるのかを示した。「発表例」や
「説明や発表の様子が分かるような
写真」を掲載し、児童のＩＣＴ活用
のイメージがもてるようにした。

拡大、マスキング等の
部分が分かりやすくなる
ように、プランによって
は、資料の見せ方をイラ
スト等で掲載している。

使用するＩＣＴ機器の違
いによる提示上の注意、資
料提示や表現活動における
ＩＣＴの活用をより効果的
なものにする方法や例など
を紹介した。

「本時のねらい」
「資料」「展開例」
を掲載し、授業の流
れを簡単に確認でき
るようにした。

提示方法のキ
ーワードをロゴ
化して表示
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③ ワークシート集

「ワークシート集」は、授業で扱うワークシートをまとめて収録したものである。「授業プラン」

とリンクを設定し、どの授業で使用するのかを具体的に分かるようにした。また、ワークシートは

教師が加工して使えるようにワープロ形式でも収録している。さらに、歴史資料を扱う上での著作

権等を考え、絵画や写真資料などをワークシートに掲載する際の注意事項も示した（図５）。

図５ ワークシートの例

Ⅴ 研究の計画と方法

１ 実践の計画と方法

(1) 授業実践の概要

対 象 協力校 小学校６年生 17名

単 元 明治維新と大日本帝国憲法

実践時期 平成24年10月15日(月)～10月26日（金）（全７時間）

授 業 者 長期研修員 長谷川泰彦

目 標 ○黒船の来航、明治維新、文明開化、大日本帝国憲法の発布とそれらにかかわる人物

の働きや代表的な文化遺産から学習問題を見いだし、地図や年表、文化財等の資料

を活用して調べたことをまとめられるようにする。

○我が国が欧米の文化を取り入れつつ、廃藩置県や四民平等などの諸改革を行い、近

代化を進めたことを理解するとともに、それらにかかわる人物の願いや働き、代表

的な文化遺産の意味について思考・判断したことを適切に表現できるようにする。

(2) 検証計画

検証の視点 検証の方法

ＩＣＴ活用虎の巻 for the History の授業プランに基づき、Ｉ ・授業分析

ＣＴを用いて関連する部分を強調した資料提示を行った授業は、児

童に、資料を比較・関連付けてとらえる視点を具体的に気付かせ、 ・ワークシート分析

課題解決に向けた考えをもたせる上で有効であったか。

ＩＣＴ活用虎の巻 for the History の授業プランに基づき、自 ・児童へのアンケート分析

分の考えを表現する活動にＩＣＴを活用した授業は、児童の考えを

表現しやすくし、充実した表現活動を図る上で有効であったか。

ＩＣＴ活用虎の巻 for the History は、小学校社会科歴史学習に ・教師への聞き取り調査

おいて、事象の特色や関連について考え、表現する力を育てる指導 ・教師へのアンケート分析

を充実させる上で有効な指導資料集となったか。

ワークシー

トに絵画や写

真資料を掲載

する際の注意

事 項 を 示 し

た。

ワークシー

トを活用する

際の児童の記

述例を赤字で

示した。
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２ 授業実践

(1) 第１時 明治時代の小学校

主な学習活動 「ＩＣＴ活用虎の巻 for the History」に基づいたＩＣＴ活用場面

○江戸時代の

寺子屋の様

子と明治時

代初めの小

学校の様子

の違いに気

付く。

○明治になっ

て十数年の

間に、どの

ような変化

があったの

か、資料を

もとに考え

発表する。

(2) 第４時 文明開化

主な学習活動 「ＩＣＴ活用虎の巻 for the History」に基づいたＩＣＴ活用場面

○絵図「日本

橋の近くの

様子」から、

時治時代の

特徴を見付

ける。

ねらい 江戸時代と明治時代の変化の様子から、明治の急激な変化に関心をもつ。

「寺子屋の建物」

「小学校の建物」、

「寺子屋の教科書」

「明治時代の小学校

の教科書」の資料を

もとに、変化の様子

について考えさせ、

資料を画面に映し

て、考えたことを説

明させる。

注目すべき視点を
もたせ、児童の気付
いた部分を拡大し、
文明開化の特徴をと
らえさせる。

明治の小学校に比べ、寺子屋
の先生は、教えている感じがし
ません。十数年間で、学校の制
度が大きく変わったと思いま
す。

服装や髪型
が違うね。馬
車も明治なら
ではかな？

資料提示 発問

寺子屋の子どもは
遊んでいるみたい
だ。

明治の学校の方
は、みんな前を向い
て勉強しているね。

児童の反応

寺子屋と明治の小学校の子ども
達の勉強している様子の違いを見
付けよう。

二人の先生の大きな違いは何だ
ろう。

寺子屋の先生と明治

時代の小学校の先生を

マスキングで隠して提

示し、子どもの学ぶ様

子を比較させる。

マスキングを取り、

寺子屋、明治の先生を

それぞれ拡大して提示

する。

表現させる場面でのＩＣＴ活用 ～画面で説明～

資料を読み取らせる場面でのＩＣＴ活用

わずか十数年の間に、社会にどんな変化が起こったのだろう。

寺子屋と明治の小学校（の建
物）を比べると、明治の方が校
舎が洋風になっているので、外
国の技術を取り入れるようにな
ったのではないかと思います。

寺 子
屋 の 先
生 は 居
眠 り を
し て い
るよ。

ねらい 文明開化により人々の生活が近代化し、意識にも変化が現れたことを理解する。

資料提示 発問 児童の反応

資料を読み取らせる場面でのＩＣＴ活用

江戸と明治の町を
ＩＣＴで交互に見せ
ることで、全体の雰
囲気の違いに気付か
せる。

江戸の町と明治の町を比べ
てみると、どんなところが違
うだろう。

明治ならではのものを見付
けよう。

文明開化は、人々の生活にどのような変化をもたらしたのだろう。

明治の方が華
やかな感じがす
る。

同じ国とは思
えないね。

明治の先生は、勉
強を教えている感じ
がする。
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○調べたこと

をもとに、

文明開化が

もたらした

影響につい

て考え発表

する。

(3) 第５時 自由民権運動

主な学習活動 「ＩＣＴ活用虎の巻 for the History」に基づいたＩＣＴ活用場面

○政府への不

満が、武力

から言論へ

変わってい

ったことを

つかむ。

○政府、民衆

の思いをそ

れぞれの立

場で考え表

現する。

絵図「弁舌の中止を求める警察官」につ
いて、警察官、民衆のセリフを考えさせ、
考えた「セリフ」とその理由の記述を拡大
して説明させる。

西南戦争の政府軍
側をマスキングして
提示することで、西
郷軍の武器などに注
目させ、どんな敵と
戦ったのか考えさせ
る。

政府軍の持

つ銃には、刀

や槍ではかな

わないんじゃ

ないかな。

ねらい 政府への不満に対する行動が反乱から言論へ変わっていったことを自由民権運動の広が
りと関連付けてとらえ、政府や民衆の立場からそれぞれの思いを考え表現する。

ＫＪ法で考
えをまとめ、
ワークシート
を電子黒板に
映して発表す
る。中心とな
る意見、関連
する考えを拡
大して紹介さ
せる。

表現させる場面でのＩＣＴ活用 ～映して発表～

資料提示 発問 児童の反応

資料を読み取らせる場面でのＩＣＴ活用

マスキングを取り
政府軍の武器や軍服
を拡大し、政府軍と
西郷軍の戦いの勝敗
を考えさせる。

刀と槍を持
っているぞ。

政府軍と西郷軍、勝ったの
はどちらだろう。

西郷軍は、どんな武器を使
っているだろう。

政府軍は、どんな武器を持
っているのだろう。 もっとすごい

武器を持って
いるのかな。

政府に不満をもつ人々は、どんな行動を取っていったのか調べよう。

表現させる場面でのＩＣＴ活用 ～映して発表～

民衆のセリフは、「警察官はじゃ
まだ。国民の声を生かしてくれ。」
です。民衆は自分たちの意見を政治
に取り入れて欲しいと思っていたの
で、このセリフを言ったんだと思い
ます。

ワークシートの記述

文明開化

で、人力車

や鉄道もで

きて生活が

便利になっ

た。でも、

日本らしさ

もなくなっ

ている。

◆民衆◆

警察官はじゃま
だ！
国民の声を生か
してくれ！

◎なぜ、このようなセリフ

を入れたのか説明しよう

民衆は、自分たち
の意見を取り入れて
ほしいと思っていた
と思うから。
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Ⅵ 研究の結果と考察

１ ＩＣＴ活用虎の巻 for the History の授業プランに基づき、ＩＣＴを用いて関連する部分を強調

した資料提示を行った授業は、児童に資料を比較・関連付けてとらえる視点を具体的に気付かせ、

課題解決に向けた考えをもたせる上で有効であったか。

本研究では、資料から取り出した情報を比較・関連付

けてとらえることが、事象の特色や関連について自分の

考えをもつことにつながると考える。この考えに基づき、

まず、児童が資料を比較・関連付けてとらえる視点をも

つためには、「資料の特徴に注目しようとする」「関連

する出来事とのつながりをとらえようとする」などの意

識が高まることが重要であると考え、実践の前後にアン

ケート調査を実施し、実践の効果を検証した。

調査の結果、「歴史の資料からいろいろな特徴や共通

点、違いを発見できる（できた）」において、事前調査

では「あてはまらない」「あまりあてはまならない」と

回答していた児童が、ＩＣＴを活用した授業実践後には、

「あてはまる」「ほぼあてはまる」と回答が変わった。

また、「できごとのつながりをとらえながら学習してい

る」の項目においても実践後には、「あてはまる」「ほ

ぼあてはまる」と、ほぼ全員が回答している（図６）。

このような児童の変容から、ＩＣＴを活用した授業実践

によって、「資料から情報を読み取ることができた」「つ

ながりをとらえながら学習できた」という意識を高める

ことができたと考える。特に図６の㋑㋚㋛㋠の児童は、

ＩＣＴを用いた資料提示により、資料から読み取った情

報が他の出来事とどのようにつながっているのかをとら

えることができたと実感していると考えられ、この点か

ら、資料を比較・関連付けてとらえる視点をもたせるこ

とができたと言える。

次に、このような比較・関連付けたとらえ方が、児童

に疑問や学習課題解決のための考えをもたせることにつ

ながっているかについて、実践前後の児童の意識を比較

した。調査項目「（絵図や写真などの）資料を読み取る

とき、何を表しているのか、なぜ、こうなっているのか、

のような疑問を感じる」においては、授業実践後、全て

の児童が「あてはまる」「ほぼあてはまる」へと回答が

変わった（図７）。また、「歴史の授業で感じた疑問や

学習課題について、その答えを予想しながら学習してい

る」の項目においても、実践後には「あてはまる」「ほ

ぼあてはまる」への回答が増加した（図８）。さらに、

課題に対する考えを記述した児童のノートには、資料提

示で強調した部分を比較・関連付けてとらえたことが、

疑問や自分の考えとして記述されている。「授業プラン」

に示した、ＩＣＴを活用した資料提示と発問例は、児童

に資料を比較・関連付けてとらえさせるとともに、読み

〈資料読み取り後の児童の記述〉

・寺子屋と明治の小学校を比べると、明治の方
の建物が洋風になっているので外国の技術を
取り入れているのではないか。

・欧米諸国に追いつこうとしすぎて、生活が不
便になってしまった人もいるのではないか。

図６ 実践前後の資料の読み取りに関わる意識の比較

図７ 資料を読み取るとき「何を表しているのか」「な
ぜ、こうなっているのか」のような疑問を感じる

図８ 歴史の授業で感じた疑問や学習課題について、
その答えを予想しながら学習している

〈児童の感想〉

・電子黒板で資料を読み取ると、とても読み
取りやすい。

・拡大できて、関係のある事柄が分かりやす
い。

・マスキングして見せられると、何がでてく
るだろうと不思議な気持ちになって、とて
も楽しみ。

・資料の一部が隠れていて、予想を立てられ
る。

・人物が行ったことや目的がよく分かった。
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取ったことについての疑問や解決のための考えをもたせる学習の展開を図ることにつながった。授業

後の感想を見ても、資料の読み取りやすさやできごとのつながりのとらえやすさ、学習に対して具体

的な考えをもって取り組めたことについての記述が多く見られた。

以上のことから、ＩＣＴ活用虎の巻 for the History の授業プランに基づいた授業実践は、児童

に読み取る視点をもたせ、資料を比較・関連付けてとらえさせるとともに、課題解決に向けた考えを

もたせる上で有効な指導であったと考える。

２ ＩＣＴ活用虎の巻 for the History の授業プランに基づき、自分の考えを表現する活動にＩＣＴ

を活用した授業は、児童の考えを表現しやすくし、充実した表現活動を図る上で有効であったか。

「考える、表現する」ことについて、ＩＣＴを活用し

た授業により、児童の意識の変化が見られるかを検証す

るために実践前後にアンケート調査を実施した。

調査項目のうち、「調べたことや考えたことを説明し

たり発表したりすることに自信がある（もてた）」の項

目では、実践前に「あまりあてはまらない」「あてはま

らない」と11人が回答したが、実践後はこの11人のうち

９人が「あてはまる」「ほぼあてはまる」と回答してい

る（図９）。ＩＣＴを活用して説明や発表をすることで、

自分の考えを表現することに自信をもち、回答が変わっ

たことが分かる。

また、「発表をするときに写真や絵図などの資料を見

せながら発表する方がうまく説明できる」の項目では、

図10のように「あてはまる」の回答が６人から16人と大

きく変化している。これは、実践前に「ほぼあてはまる」

「あまりあてはまらない」と回答した11人のうち10人が、

実践後には「あてはまる」と回答したことが要因である。

ＩＣＴを活用した表現活動を授業で経験したことによ

り、実践前にも「発表しやすいだろう」と感じていたこ

とが、具体的な実感となって児童にとらえられた結果で

あると言える。

説明や発表にＩＣＴを用いた感想からは、児童が、Ｉ

ＣＴを用いて表現することについて、表現のしやすさや

考えを正確に伝えられることを感じている様子が読み取

れた。また、考えを表すことに意欲的になったり、より

分かりやすく表現できたことを実感し表現活動に自信を

もったりしている児童も見られた。さらに、発表を聞く

側の感想には、分かりやすさや、他の考えに対する疑問

や共感を感じている記述が多く見られた。児童の考えを

表現しやすくするために、「授業プラン」では児童が作

成したノートやワークシート等をもとにＩＣＴを用いて

発表する授業構成とした。ＩＣＴの活用により、視覚的

に自他の考えの違いや共通点が具体的にとらえられるこ

とによって、児童は、自分の考えに自信をもって発表す

ることができるとともに、他の考えに対しても疑問や共感をもつことができたと言える。

以上のことから、自分の考えを表現する活動にＩＣＴを活用した授業は、児童の考えを表現しやす

くし、充実した表現活動を図る上で有効であったと考える。

図９ 調べたことや考えたことを説明したり発表した
りすることに自信があります

図10 発表するときに写真や絵図などの資料を見せな
がら発表する方がうまく説明できます

〈説明や発表にＩＣＴを用いた感想〉

・自分が書いたものを映して発表するので発表
しやすい。

・声だけを聞いていて分からない人も、画面を
見て納得してくれると思った。

・映して発表（説明）すると、どんな雰囲気で
話せばよいのかなどが分かる。

・絵があることで詳しく説明できる。
・発表しながら、分かりやすくできる。
・画面に出る字を拡大できて見やすくなり、発

表しやすい。自分から発表したい気持ちにな
る。

・電子黒板で発表すると、緊張感がなくなり、
リラックスして発表できた。

・電子黒板の授業は、説明や発表が楽しくでき
る。

・発表の時、電子黒板に文字が映っているから
分かりやすいし、安心する。

〈ＩＣＴを活用した説明や発表を聞いた感想〉

・説明を聞いていると、最初に言ったことが分
からなくなるけど、電子黒板を使うと分かり
やすかった。

・普通の発表だと、聞き逃してしまうときがあ
ったけど、電子黒板を使うと聞き逃しても発
表中は映っているから、分かりやすかった。

・友だちの意見と自分の意見の同じところ、違
うところが電子黒板で発表すると分かりやす
い。

・他の班の発表内容がよく分かり、自分の意見
にも取り入れたいことがあり疑問もわいた。

・発表を聞いていると、なるほどと思ったりし
て、こういう考え方もあるのかと思う。
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３ ＩＣＴ活用虎の巻 for the History は、小学校社会科歴史学習において、事象の特色や関連につ

いて考え、表現する力を育てる指導を充実させる上で有効な指導資料集となったか。

ＩＣＴ活用虎の巻 for the History の授業プランを

協力校の教師に配布し、ＩＣＴの活用や授業構成が、「考

え、表現する力」を育てることに結び付いたものになっ

ているか、アンケート及び聞き取りによる調査を行った。

その結果、全員の教師から肯定的な回答を得ることがで

きた。

有効性を示す具体的な意見として、「ＩＣＴを活用し

た資料提示が、児童の思考の手助けになり考える視点が

具体化する」「表現力を育てるために資料を効果的に使

えるように工夫された授業構成になっている」「資料の

中で注視させたい箇所や発問等が示されており、指導す

る側にとっては使いやすい」などの評価を得た。さらに、

「教材研究の時間短縮につながると思う」「教師の好み

でアレンジすることもできるのでよい」という感想が得

られた。

このような結果から、ＩＣＴ活用虎の巻 for the History は、小学校社会科歴史学習において、

事象の特色や関連について考え、表現する力を育てる指導を充実させる上で有効な指導資料集となっ

たと考える。

Ⅶ 研究のまとめ

１ 成果

○ ＩＣＴを活用して資料提示を工夫したことで、児童は、資料から読み取った情報を比較・関連

付けてとらえられるようになり、課題解決に向けた考えをもって追究やまとめに取り組むことが

できた。

○ 画面に資料を映して説明、発表する活動を設定したことが、自分の考えを表現することへの自

信をもたせることにつながり、児童の表現活動への意欲を高める結果となった。

○ 歴史の授業においてＩＣＴを活用した資料の読み取りが児童の思考、表現に結び付くような構

成を授業プランに示すことができた。

２ 課題

○ 児童が比較･関連付けてとらえるポイントを一層明確に示すなどして、指導資料集「ＩＣＴ活

用虎の巻 for the History」の内容の改善・充実を図っていきたい。

○ 考えをまとめる際に使用したワークシートを思考と表現のつながりを重視して改善していきた

い。
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〈教師の評価及び感想〉

・拡大などをすることで意図した場所に着目させる
ことができ、的確に資料を見せることができる方
法が示されていてよい。

・授業プランが、一時間の授業の中で、表現力を育
てるために資料を有効に使えるように工夫された
構成になっている。

・気付いて欲しいところをすぐに映し出すことがで
き、子どもが考える視点が具体化して思考の助け
になる。

・資料の中で注視させたい箇所や発問等も記入され
指導する側に取っては使いやすい。自分もこれを
使って指導してみたいと思った。

・資料の中のどこを見ればいいのか分からない子ど
もにも有効であると思う。

・社会科の教材研究にはすごく時間がかかる。ポイ
ントをおさえた授業プランがあればそれをもとに
自分で考えられるのでとても助かる。

・先生方が、好きなようにアレンジすることもでき
そうなのでよい。

・実際の授業にすぐに使えるプランである。


